
第78回一般質問一覧表 
２.12.17 

順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

１ 村岡栄紀 シティプロ

モーション

推進に向け

た関係・活

動人口の創

出を 

①４年間のシティプロモーション戦略をど

のように評価しているのか。 

部長 

②関与意欲のあまり高くない、もしくはま

ったくない層に対して、どのようなアプ

ローチを行い、どれくらい成果があった

のか。 

③シティプロモーション戦略によりどれく

らい西脇への愛や誇りを持つ人が増え、

「まちづくり」の原動力へとつなげるこ

とができたのか、また、将来にわたって

持続的に地域を発展させていく基盤がで

きたのか。 

④平成30年度、そして平成31年度（令和元

年度）における移住者の数とその属性、

及び移住の決め手となったことはどのよ

うなことが挙げられるのか。 

⑤平成28年度から平成31年度（令和元年度） 

の本市の人口の推移とその先の予想は。 

⑥人口が減ることを前提に、一人でも多く

の人に地域に目を向けてもらう取組が必

要だと考えるが。 

⑦ホームページやＳＮＳ等を通じて西脇で

活躍する人たちをもっともっと紹介する

べきだと考えるが。 

市長 

⑧市へ関心を持った人たちが主体的に活動

できるような方策を導入することが必要

だと考えるが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

２ 東野敏弘 西脇市で生

まれた若者

が西脇市に

Ｕターンす

るシステム

づくりにつ

いて 

西脇市で生まれ育った若者が、西脇市に愛

着を持つ取組について 

（西脇市の人口は、従来からの社会減に加

えて、少子高齢化に伴う自然減が拡大し

てきている。人口減少を少しでもくい止

めるためには、都市部からの移住定住を

促進することも重要であるが、それ以上

に西脇市で生まれ育った若者が西脇市に

愛着を持ち、西脇市に住み続けてもらう

ことが大切であると考える。 

学校教育における郷土学習の取組ととも

に、特別授業「市長ふるさとを語る」の

市長の想いを問う。） 

部長

教育長 

市長 

大学進学等で、一時期西脇市を離れた若者

が西脇市にＵターンしやすい施策について 

（高校卒業後、大学進学した若者に、ぜひ

西脇市に帰ってきてもらいたいと多くの

市民が願っておられる。ただ、就職等の

理由で、Ｕターンしにくい現実がある。 

西脇市で生まれ育った優秀な若者が、Ｕ

ターンしようと思える施策を考える必要

があると考える。 

大学進学や就職等で、一時期、西脇市を

離れた若者が、Ｕターンし起業しようと

思い立った際に応援する施策が必要と考

えるが考えを問う。） 

部長 

西脇市における奨学金制度の現状と課題に

ついて 

（現在の西脇市の奨学金制度は、大学・短

期大学、専修学校の学生に対し、月額５

万円を限度額として、無利子の貸付を行

っている。日本学生支援機構の奨学金制

度の大部分が、有利子であった時期、西

脇市の奨学金制度は大変有効であり、利

用者も多かった。しかし、無利子の奨学

金が増加する中で、西脇市の奨学金を借

りる学生は少なくなってきている。西脇

市の奨学金制度の現状と課題を問う。） 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   西脇病院の奨学金制度の現状と成果につい

て 

（西脇病院は看護師確保の手法の一つとし

て奨学金制度を独自に制度化している。

奨学金を受給した看護学生が、最低３年

間西脇病院に勤務すれば返還を免除され

る制度であるが、その成果を問う。） 

部長 

仮称「ふるさと奨学金」制度の創設の提案

について 

（厳しい経済状況が続く西脇市にあって、

家計が苦しく大学進学を断念せざるを得

ない学生が出てきている。一方、大学卒

業後、帰郷し、西脇市のために働いてく

れる人材の確保が必要である。その一つ

の施策として、仮称「ふるさと奨学金」

制度の創設を提案する。） 

市長 

３ 高瀬 洋 ＧＩＧＡス

クール構想

及びデジタ

ル教科書の

活用につい

て 

ＧＩＧＡスクール構想に関しての西脇市の

進捗状況 

（小中学生に対して１人１台の端末整備と

高速大容量の通信ネットワークの環境構

築を予算化済みであるが、現在の進捗状

況を問う。） 

部長 

コロナ禍を踏まえ１人１台の端末をどのよ

うに活用するか。 

（この計画は当初予定より３年前倒しにな

ったが、前倒しになった国の意図を踏ま

え、どのように活用する計画か。） 

当初計画はどのようなものであったのか。 

（コロナ禍で前倒しになったものの、元々

の計画ではどのように活用する予定であ

ったのか。） 

教材の整備や指導者の育成・確保について 

（①システム面の環境整備が先行するが、

教材の充実方法やその中身はどのよう

なものか。 

 ②教職員の指導力向上や外部からのサポ

ーター確保について問う。） 

新学習指導要綱で始まるデジタル教科書に

ついて 

（デジタル教科書を使った授業や活用方法

についてどのように考えているのか。） 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   デジタル教科書についての提案 

（児童・生徒が個々に工夫し、学習の履歴

が残る教科書づくり） 

教育長 

ＩＣＴ社会を見据えた市民の情報リテラシ

ーの向上について 

（ＧＩＧＡスクール構想を活用し子どもの

時代からＩＣＴに触れ、親しむことはこ

れからの社会を生き抜く上で大切なこと

と思うが、市民の情報リテラシー向上に

ついての市長の考えを問う。） 

市長 

４ 近藤文博 新型コロナ

ウイルス感

染拡大に対

する今後の

対応につい

て 

発熱した場合に診察を受けるまでの手順の

周知について 

（市民には広報や防災行政無線等で周知は

しているが、まだ市民からはどのような

手順を踏めばいいのか不安の声があり、

さらなる方策は検討しているか。） 

部長 

インフルエンザの流行と重なった場合の医

療機関の対応方策は。 

（インフルとコロナの判別を西脇病院では

どのような方法で行うのか。） 

西脇在住の外国人に対する新型コロナ感染

予防や罹患した場合の対応方法などの周知

はどうしているのか。 

（市内在住の外国人や市内事業者に従事し

ている日本語の理解できない外国人に対

する啓発など） 

新型コロナ感染に起因する差別や偏見を防

止するための人権教育について 

（広報６月号に新型コロナ感染症に関する

人権に配慮する内容の啓発記事が掲載さ

れ、非常に効果的な取組と評価するが、

「不安を感謝に！キーワードは「そうぞ

う」」となっている、このキーワードの

持つ意味合いについて、また、身近に迫

る感染拡大に向け、さらなる市民、特に

児童生徒等への啓発活動は行うのか。） 

感染拡大に対する市長の思いを聞く。 市長 

  



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

５ 村井正信 職場のパワ

ーハラスメ

ント（相手

に不快感や

不利益を与

え、その尊

厳を傷つけ

る行為）等

に対する対

策を 

事業主がハラスメント行為を防止すること

に対し、明確な方針を打ち出すべきとされ

ている。市長は、パワハラ等の防止に向け

どのような方針を打ち出そうと考えている

のか。 

市長 

この３年間で市職員のパワハラについての

訴えはあったのか、また、その対応はどう

しているか。 

部長 

市がパワハラ防止策に関する対処方針を定

め、それを職員に広く周知・啓発すること

で、市の姿勢を示すことができると考える

が、市としての考えは。 

相談窓口は一本化するのが良いと考えるが、

どの課を窓口にするか検討しているのか。 

訴えがあった場合、例えばハラスメント苦

情処理委員会（仮称）等の組織で対応する

のが適切と考えるが、市としてはどのよう

に考えているのか。 

パワハラの場合特に管理職が加害者になり

やすく、管理職を対象とした研修や講習、

説明会などを行う必要があると考えるが、

市の考えを聞く。 

国は「パワハラの加害者に対して厳しく対

処する方針や懲戒処分などの対処内容を就

業規則や服務規定に定める」ことを求めて

いるが、市としての考えは。 

職員がパワハラ等の相談をしたことなどを

理由として、不利益な取扱いをしないこと

が大原則だが、その点についてはどのよう

に考えているのか。 

市の指針や規定を作成する場合、職員を対

象に無記名のアンケート調査を実施し、ハ

ラスメント全体の実態を知ることが重要で

ある。調査を実施する考えはあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

  新型コロナ

ウイルスの

感染者等の

人権擁護に

関する条例

の制定を求

める 

西脇市におけるコロナ感染者や医療従事者

に対する人権施策の内容は。 

部長 

コロナ感染に関して、医療に対する相談窓

口はＨＰに記載があるが、誹謗中傷や差別

的な扱いを受けたときの相談窓口の記載が

見当たらない。市の相談体制を明確にし、

充実させることが必要で、その取組を市民

に周知すべきと思うが、どう考えているの

か。 

新型コロナウイルス感染症の怖さは、感染

に対して不安が生まれ、その不安が差別を

生み、差別されることへの恐れが治療への

ブレーキになり、さらなる病気への拡散に

つながることである。 

これらの負のスパイラルを招かないために

も、西脇市で新型コロナウイルスの感染者

等の人権擁護に関する条例を制定し、「西

脇市は感染者の人権を守る都市」を宣言す

ることが大切であるが、市の考えを聞く。 

市長 

６ 坂部武美 難聴者への

補聴器購入

補助と人工

内耳修理補

助について 

難聴者への補聴器購入補助と人工内耳修理

補助について 

①聴覚障害者手帳交付の基準に至らない

難聴者の認識と人数把握は。 

②人工内耳者の把握は。 

③難聴者への補聴器購入補助を 

④人工内耳器具修理の補助増額を 

部長 

市長 

播州織振興

策について 

行政としての播州織振興策を 

①行政としての播州織振興策をどのよう

に考えているか。 

②消費拡大も含めた具体的な振興策を 

７ 浅田康子 国道  175号

東播丹波連

絡道路につ

いて 

西脇北バイパス工事の進捗状況は 

・コロナ禍で工事の遅れ等はないのか。 

・令和５年度の供用開始について 

技監 

上戸田周辺工事の内容について 

・用地買収の状況 

・工事の予定について 

国道 175号東播丹波連絡道路について 

・黒田庄町から丹波市氷上地域間の計画

について 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

  河川整備で

安心・安全

なまちの実

現を 

平成28年８月に設立された「加古川中流部

河川整備推進協議会」の役割とその効果は 

・加古川中流部の河川整備状況と今後の

計画について 

技監 

加古川の土砂掘削工事について 

・場所・掘削による効果など 

杉原川の２井堰（沖田、和田）の工事につ

いて 

・工事の目的と期待する効果 

道路・河川の社会資本整備の進捗について

市長の考えは 

市長 

８ 林 晴信 西脇市の低

い米飯給食

率（米３：

パン２）を

上げよう 

近隣市に比べ低い米飯給食率について、教

育委員会はどう考えているか。 

（文部科学省通知の観点、学校給食法の観

点、食育の観点） 

部長 

米飯給食の推進について、農業振興を管轄

する産業活力再生部はどう考えているか。 

（学校給食に供されるコメの量。 

 ４：１基準にすると、どの程度増加する

か。 

 食料自給率向上及び地産地消の観点から

意義は。） 

現在の米飯給食率米３：パン２を近隣市な

みの米４：パン１に引き上げよう。 

（問題点、解決策） 

教育長 

市長 

 


